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A・ ビ ュ イ ジ ー ヌ 『ヴ ェ ル レ ー ヌ 』

岡 由 美 子

アラン・ビュイジーヌは1992年,モ ンペリエのファーブル美術館で開催さ

れたフレデ リック ・バジール展において1枚 の肖像画を目にする。『トゥルバ

ドゥール姿のポール ・ヴェルレーヌ』 と題 されたこの肖像画こそ本書 『ヴェル

レーヌー ある肉体の物語』1)執筆の動機となったのだが,そ れは彼がキャン

バスのうえに 「時間と放蕩によつて恐 るべき荒廃を被 る以前の,い まだ無傷の

まま保たれた」詩人の 「顔」を認めたからにほかならない。ところで,ヴ ェル

レーヌの 「醜さ」については数々の伝記において くりかえ し語 られてきた。ル

ペルチエの母は息子の親友を 「植物園から逃げ出 してきたオランウータンそつ

くり」と形容 し,ま たある女性 ファンは帽子をとつて笑 いかける詩人の顔を見

るや気絶 して しまったといったように,何 しろヴェルレーヌの 「醜 さ」にまつ

わるエピソー ドには事欠かないのだ。そして同性愛をはじめ,彼 の生に対する

あ らゆる消極的姿勢は 「醜 く」生まれついたコンプレックスに起因 していると

いつた解釈が堂々と繰 り広げられてきたのである。

「軽やかさと力つよさの矛盾にみちた混合」 が表れているという肖像を,わ

れわれも 「マガジーヌ ・リテレール」 誌によつて目にすることができる2)。そ

れが1868年 におけるヴェル レーヌの真実の 「顔」 かどうかという点について

は多少の疑問が残るものの,詩 人の肉体的 「醜さ」を生来のものと決めつける

なら,肉 体は単に詩的魂の美 しさ ・崇高 さをアンチテーゼとして強調するとい

う消極的役割 しか もたず,彼 が試みてきた詩的表現の可能性を狭めて解釈 して

しまう恐れがあるだろうOじ じつクローデルによる評論に代表されるように,

従来のヴェル レーヌ研究は 「純粋な詩的霊感を,そ れが宿 つたということじた

い奇蹟 ともいえるほどふさわしか らぬ不潔漢か ら細心の注意をはらつて保護

し,考 察の対象となる詩作品を詩人の肉体から救い,作 品の崇高な真髄を,俗

悪で汚辱にまみれた生か ら保護」す ることに終始 してきたのである。
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本書の試みはこういつた立場 とは決定的に快を分かつものだ。 ビュイジーヌ

によれば,ヴ ェルレーヌの肉体は何よりも 「ボディアー ト」の稀有な実験の場

であり,ア ルコール中毒 も同性愛 も芸術のために最大限に体を張つて犯された

リスクにほかな らない。つまり肉体が 「克服 し乗 り越え超越すべき障害である

どころか,詩 作のための可能な唯一の手段,実 験の唯一の道具,か けがえのな

い実験室」であつたヴェル レーヌにおいては,崩 壊 していく肉体をさらけだす

ことこそ,詩 的行為を構成する不可欠で決定的な要素のひとつだつたのであ

り,肉 体そのものが詩的考察の対象となりうるのである。

このような視点から本書 は,ヴ ェル レーヌの生涯の物語にいくつかの新 しい

解釈を提出している。たとえば,ラ ンボーに発砲 し逮捕されたヴェルレーヌは

同性愛の習慣を確認するために屈辱的な身体検査を強いられたが,従 来の伝記

においてそのさいの記録がはつきりと示 されることはなかつた。たしかに 「証

拠」はヴェルレーヌの肉体の特徴を解剖学的事実 としてつぶさに記録 したもの

であり,一 見 したところ詩人の生涯を描 くうえで不可欠の資料 とはいいがた

い。それで もビュイジーヌはあえて手を くわえずにこの記録を掲載す ること

で,詩 人が置かれていた悲惨な状況 と彼の悲嘆を知らしめると同時に,「 詩的

実験に純粋に熱中するあまりなされた肉体上の挑戦」を正面から見すえること

を読者に要求 しているのである。

ヴェル レーヌの飲酒にかん して も新たな見解が示されている。詩人の度を越

した飲酒癖についてはこれまで祖父や曾祖父のアルコール中毒を引き合いに出

し,遺 伝的に語ることで片づ けられてきた。 これに対 し,彼 の飲酒を単なる

「宿命」 ではなく,詩 的試みと不可分の実存的選択であったと見なすのが本書

の立場である。 ヴェルレーヌ晩年の回想録 『告白』には幼年期における熱病の

体験が語 られているが,伝 記作者はこの体験こそ 「無」「消滅」「消失」といつ

た初期詩編に特徴的なイメージの母胎であつたと捉えている。 しかもこういつ

た自己消滅の願望は,熱 病にきわめて類似 した飲酒の効果 詩人自身が両者

の共通点を指摘 している によつて一時的に充足 されるのである。 したがつ

てヴェルレーヌ詩の独自性が廃れていくにつれてアルコールへの依存がますま

すひどくなつていつたのもけつして偶然ではない。アルコールはヴェル レーヌ

の詩的インスピレーションを枯渇させたのではなく,詩 に代わつていっそう実

存的な方法で同様の効果をもたらしていたといえるのである。
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と ころで周知 のよ うに,晩 年 の ヴエル レーヌは連 日の ようにカフェに姿 を現

わ し,カ ルチ ェ ・ラタンの有名人 とな っていた。 ビュイジーヌは,カ フェに腰

か けアプサ ン トをあおる ことも詩 的行為 のひ とつであ つた と主 張す る。つ ま り

ヴェル レーヌは自 ら選択 した運命 として 「呪 われた詩人」 の生 を引 き受 け,薄

汚れ た身 な りや病 にむ しばまれた悲惨 な肉体 をたえず人 目に さらす ことによつ

てその ことを知 らしめて いたとい うのだ。 こうして詩人 は 自らの伝説 を作 りあ

げ,肉 体を詩的 コーパ スに変え る ことがで きた。 と同時 に,社 会 的に成功 した

詩人た ちに良心の呵責を植えつ けること もで きた。 また1886年 以 降合計1,309

日間 にわ た つて収容 され てい た病 院 も,彼 に と つて は 「詩 的創 造 の特権 的風

景」 であ つた。 「ヨー ドホルムや フェノールのあせた匂 い,病 人 たちの うあ き

声 や瀕死 者 のあえ ぎが,詩 人 の呪い を存 分 に耕 して くれ る理想 的 な環 境 をつ

くつていた」 か らであ る。病院のなかで ヴェル レーヌは 「病 に冒され,傷 つけ

られ苦 悶す る肉体 の側,社 会 にとつての落伍者の側」 に身 をお くことで本質 的

に詩人 た りえたのだ。

か く して晩年 の10年 間 に描 かれ た,あ るい は撮影 された ヴェル レー ヌ像 の

数 が加速度 的に増加 してい るの も不思議 な現象で はな い。晩年 に訪れ る詩人 と

しての栄光 は,彼 の肉体 のイ メー ジと切 り離 しがた く結 びつ いて いたので あ

る。 しか しなが ら 「肉体 の荒廃 ゆえに,い つそ う神聖化 され,栄 光 に包 まれて

いた」 の と同 じ時期 に,「 呪 われた詩人」 の伝説 か ら逃走 すべ く,「 名誉 回復」

のための巻 き返 し アカデ ミー ・フランセーズへの立候 補 が試み られて

いた事実 も忘 れてはな らない。 ヴェル レー ヌは荒廃 した生 を立 て直 した いとい

う強 い願望 にと らわれるたびに,自 らのポー トレー トを友人 たちに贈 つて いた

が,立 候補 のさいに撮影 された肖像 もそれ らの写真 と同様 の意 味あいを もつて

いたといえ る。 「ヴェル レーヌに とつて詩 人 とい うもの はその容姿 と切 り離 す

ことはで きない。す なわ ち詩人 の精神 の更正 は必ず 肉体 の更正 を ともな ろて現

れ る」のだ。 シル クハ ッ トにマフラー,毛 皮つ きコー トを身 にま とい,杖 に寄

りかか つた詩 人の姿 は,現 代 のヴ ィヨンなどで はな く身持 ちのよい ブル ジ ョワ

詩人 であ りた い,そ して他者の 目にもそう映 りたいとい うヴェル レーヌの願望

の具現 に ほかな らなか つた といえ る。

「それ じたい詩で あろ うと したひ とつの肉体 がた どった道程,経 て きた出来

事 はで きるか ぎりすべて取 り上 げる」 という原則 にもとつ いて,本 書 に盛 られ
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た詩人の肉体 にかんするさまざまな資料 には必然的に詩作品そのものと同等,

もしくはそれ以上の重要性が負荷されている。た しかにヴェル レーヌ的 「ボ

デ ィアー ト」の変遷を語る資料はたいへん興味ぶかいし,詩 人伝 にもかかわ ら

ず詩編の引用が極端に少ないのも著者の戦略からすれば当然の選択 というべき

なのだろう。 しか しなが ら,本 書が 「ボディァー トの実験の場」としての肉体

を重視するあまり,ヴ ェルレーヌが何よりも 「書 く」肉体であったことをとき

として忘れさせてしまうの もまた否めぬ事実である。詩作行為 こそがヴェル

レーヌをヴェルレーヌたらしめていたのであり,彼 の肉体の存在証明でもあつ

た,こ の点はつねに念頭においておくべきだろう。 とはいえ ビュイジーヌの野

心的な試みが,退 廃 した肉体から詩人を救おうと躍起 になつてきたこれまでの

伝記的研究 に大きな一石を投 じたのはまちがいない。副題が示唆するとおり,

本書は 「肉体」を詩的行為 との不可分な連関のもとに描き出そうとする,ま さ

に 「肉体の書corpographie」 なのである。
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